
有機エレクトロニクス加速する研究開発拠点づくり
地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
を
核
に

大場好弘氏山形大学有機エレクトロニクス研究センター長

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

　
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

野
に
お
け
る
革
新
的
研
究
に
よ

る
産
業
へ
の
貢
献
を
目
指
す
山

形
大
学
。
基
礎
研
究
の
成
果
を

実
用
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

も
来
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
始

ま
る
。
大
場
好
弘
山
形
大
学
有

機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
長
に
今
後
の
展
開
な
ど

を
聞
い
た
。

　

　
―
昨
年
４
月
に
開
所
し
た
有

機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
の
状
況
は
。

　
「
有
機
Ｅ
Ｌ
、
有
機
太
陽
電

池
、
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
各

研
究
部
門
が
着
実
に
研
究
を
前

に
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
有
機

Ｅ
Ｌ
研
究
部
門
で
は
、
印
刷
技

術
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化
が
か
な

り
進
ん
で
い
る
。
約

工
程
あ

る
と
こ
ろ
を
約

―

％
に
つ

い
て
印
刷
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
印
刷
で
生
産
に
向

け
た
プ
ロ
セ
ス
費
を
い
か
に
削

減
で
き
る
か
。
こ
こ
が
日
本
の

モ
ノ
づ
く
り
の
競
争
力
を
引
き

上
げ
る
カ
ギ
に
な
る
」

　
―
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
来

年
４
月
開
設

さ
れ
ま
す
。

　
「
単
に
研

究
ベ
ー
ス
だ

け
で
な
く
、
基
礎
研
究
の
成
果

を
産
業
集
積
化
へ
の
歩
み
に
つ

な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
商
品
化
や
量
産
化
の
た
め

の
技
術
開
発
を
企
業
と
と
も
に

や
っ
て
い
く
場
に
な
る
。
基
礎

研
究
と
応
用
・
実
証
の
研
究
が

一
段
と
進
ん
で
い
く
。
卓
越
研

究
者
と
民
間
出
身
の
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
、
企
業
ら
が
連
携
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
学
生
に
と
っ
て

は
開
発
の
場
が
間
近
で
感
じ
ら

れ
る
し
、
大
学
と
し
て
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
か
ら
生
じ
た

疑
問
が
新
た
な
学
問
へ
発
展
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
る
」

　
―
卓
越
研
究
者
の
新
た
な

招
聘
な
ど
は
。

し
ょ
う
へ
い

　
「
今
後
も
卓
越
研
究
者
を
招

く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
整

え
、
国
内
外
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞

級
の
研
究
者
を
集
め
た
い
。
挑

戦
し
て
い
く
。
良
い
循
環
が
で

き
つ
つ
あ
り
、
人
が
人
を
呼
ぶ

環
境
が
で
き
て
き
た
。
可
能
性

が
広
が
っ
て
き
て
い
る
」

　
―
大
学
を
核
と
し
た
産
業
創

出
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
な

ど
は
。

　
「
研
究
開
発
に
よ
り
長
く
雇

用
を
生
む
よ
う
な
山
形
の
県
民

性
に
合
っ
た
産
業
を
創
出
し
て

い
き
た
い
。
そ
れ
が
次
の
世
代

へ
の
我
々
の
義
務
だ
と
思
う
。

地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
技
術
を
核

に
継
続
し
て
取
り
組
む
。た
だ
、

一
つ
だ
け
に
特
化
す
る
の
は
リ

ス
ク
が
大
き
い
。
応
用
性
を
考

え
て
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
企
業
や
地

域
と
と
も
に
考
え
て
い
く
」

昨年４月に開所した有機エレ
クトロニクス研究センター

印刷技術を用いて試作した電子
回路を持つ時任副センター長

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

米沢オフィス・アルカディア内に建設が進む
有機エレクトロニクスイノベーションセンター

　
「
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
い
え
ば
山
形
」
―
。
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

は
じ

め
、
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
、
有
機
太
陽
電
池
な
ど
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
の
研
究
開
発
拠
点
づ
く
り
が
山

形
県
・
米
沢
地
域
で
加
速
し
て
い
る
。
す
で
に
米
沢
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
山
形
大
学
工
学
部
内
の
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
国
内
外
か
ら
第
一
線
の
研
究
者
が
集
う
な
ど
、
先
端
分
野
に
お
け
る
基
礎

研
究
か
ら
実
用
化
ま
で
を
に
ら
ん
だ
産
業
創
出
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
米
沢
市
内
の
事
業
団
地
内
で

は
、
実
用
化
研
究
を
担
う
「
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
も
始
ま
り
、
同
団

地
内
に
は
新
た
な
柱
と
な
る
「
蓄
電
デ
バ
イ
ス
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」

仮
称

の
設
置
も
決
ま
っ
た
。
大
学
を

核
に
次
代
を
担
う
人
材
育
成
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
卓
越
研
究
教
授
が
集
結

山
形
大
学
地
域
か
ら
新
産
業
創
出

研
究
成
果
を
事
業
化
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
力来年９月にも開所蓄電デバイス研究開発センター

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 ９月２１日 金曜日 　　

　
山
形
大
学
が
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
で
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
４
本
目

の
柱
が
蓄
電
デ
バ
イ
ス
。
山

形
大
は
米
沢
オ
フ
ィ
ス
・
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
内
に
、
蓄
電
池

関
連
企
業
な
ど
と
連
携
し
て

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
長

寿
命
化
や
高
性
能
化
を
目
指

す
研
究
開
発
施
設
を
２
０
１

３
年
９
月
に
も
開
所
す
る
。

今
年
４
月
に
経
済
産
業
省
の

補
助
事
業
の
採
択
先
に
決
ま

り
、
補
助
金
を
含
め
総
額
約

億
円
で
整
備
す
る
予
定
。

　
新
施
設
は
「
蓄
電
デ
バ
イ

ス
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」

仮
称

。
昨
年
、
宇
部
興

産
か
ら
山
形
大
学
に
移
籍
し

た
吉
武
秀
哉
教
授
が
開
発
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
と
呼
ぶ

新
た
な
セ
パ
レ
ー
タ
ー
を
利

用
し
て
、
量
産
化
へ
の
実
証

試
験
な
ど
を
行
う
試
作
工
場

と
な
る
。
建
設
用
地
は
約
６

０
０
０
平
方

。
米
沢
市
が

中
小
機
構
か
ら
用
地
を
取
得

し
、
無
償
で
山
形
大
に
貸
与

す
る
予
定
。
当
初
は
有
機
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す

る
形
だ
っ
た
が
、
導
入
す
る

設
備
の
関
係
か
ら
２
区
画
南

の
用
地
に
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
米
沢
市
は

月
に

も
山
形
大
学
と
の
間
で
、
無

償
貸
与
に
関
す
る
契
約
を
結

ぶ
方
向
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
米
沢
駅
の
東
側
に
位

置
す
る
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
分
譲
す
る
事
業
団
地

の
米
沢
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
内
に
建
設
が
進
む
山

形
大
学
の
「
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
。
有
機
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
成
果
を
産
学
官
で
事

業
化
に
結
び
つ
け
る
拠
点

だ
。
昨
年
７
月
に
経
済
産
業

省
の
「
技
術
橋
渡
し
拠
点
整

備
事
業
」
の
採
択
を
受
け
、

総
工
費

億
円
の
う
ち
３
分

の
２
は
補
助
金
を
受
け
る
。

残
り
は
山
形
大
学
の
自
己
資

金
と
と
も
に
山
形
県
な
ど
が

支
援
す
る
。
用
地
は
米
沢
市

が
取
得
し
た
２
区
画
分

約

１
万
平
方

を
山
形
大
に

無
償
譲
渡
さ
れ
た
。
開
所
は

年
４
月
を
予
定
し
て
い

る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
総
面
積
は

４
２
１
０
平
方

。
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム

１
８
７
５
平
方

や
共
同
研
究
者
室
な
ど

が
設
け
ら
れ
る
。
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
や
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

な
ど
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成

果
を
ベ
ー
ス
に
量
産
技
術
の

構
築
・
事
業
化
支
援
・
商
品

試
作
に
取
り
組
む
。
す
で
に

関
連
企
業
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
参
画
も
呼
び
か
け
て
お

り
、
現
在

社
以
上
の
参
画

を
見
込
ん
で
い
る
。
実
用
化

研
究
推
進
に
向
け
て
は
卓
越

技
術
開
発
者

ス
ー
パ
ー
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー

を
山
形
大
教

員
に
招
き
、
民
間
企
業
な
ど

か
ら
す
で
に
９
人
が
集
結
し

た
。
大
学
の
研
究
成
果
を
い

ち
早
く
実
用
化
に
結
び
つ
け

る
役
割
を
担
う
。
ス
ー
パ
ー

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
の
人
件
費
や

研
究
費
な
ど
は
文
部
科
学
省

の
補
助
事
業
が
活
用
さ
れ

る
。

　
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
次
世
代
を
担
う
地
域
の

人
材
育
成
に
も
視
点
を
向
け

る
。
山
形
大
学
は
同
セ
ン
タ

ー
の
共
同
研
究
室
の
一
室
を

地
元
の
山
形
県
立
米
沢
工
業

高
校
に
開
放
す
る
。
両
者
が

５
月
に
結
ん
だ
教
育
協
定
の

一
環
で
、
米
沢
工
業
高
校
専

攻
科
の
生
徒
ら
の
有
機
Ｅ
Ｌ

を
活
用
し
た
モ
ノ
づ
く
り
な

ど
、
先
端
技
術
の
事
業
化
を

進
め
る
研
究
者
と
の
交
流
を

図
る
。
す
で
に
ス
ー
パ
ー
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
と
の
交
流
は
始

ま
っ
て
お
り
、
専
攻
科
の
生

徒
３
人
が
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
で
有

機
Ｅ
Ｌ
を
活
用
し
た
商
品
づ

く
り
の
指
導
も
始
ま
っ
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
面
な
ど
も
重
視

し
て
い
る
」

硯
里
善
幸
有

機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
准
教

授

と
い
う
。

　
山
形
・
米
沢
地
域
は
東
北

で
も
有
数
の
電
気
・
電
子
関

連
企
業
の
集
積
地
で
も
あ

る
。
既
存
技
術
の
進
化
が
地

域
産
業
の
今
後
の
生
き
残
る

一
つ
の
道
に
も
な
る
。
曲
げ

ら
れ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
や
照

明
な
ど
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
産
業
へ
の
参
入
に
向
け

た
接
点
を
い
か
に
つ
く
る

か
。
山
形
大
学
で
は
、
昨
年

か
ら
地
域
と
連
携
し
て
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
の
装
置
を
活
用
し
た

地
元
技
術
者
の
技
術
力
向
上

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く

方
針
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
後
の
昨
年

４
月
に
開
設
し
、
同
年
９
月

末
に
開
所
記
念
式
典
を
開
き

本
格
的
に
始
動
し
た
山
形
大

学
工
学
部
の
新
施
設
「
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
」
。
研
究
部
門
は
有

機
Ｅ
Ｌ
、
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
、
有
機
太
陽
電
池
の
主
要

３
部
門
で
、
電
池
・
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
も
持
つ
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
研
究
者
を

国
内
外
か
ら
集
め
た
卓
越
研

究
教
授
に
よ
る
ド
リ
ー
ム
チ

ー
ム
が
研
究
推
進
の
原
動
力

と
な
る
。
同
セ
ン
タ
ー
関
連

で
は
、
今
年
３
月
末
ま
で
に

計

件
の
国
内
特
許
が
出
願

さ
れ
た
と
い
う
。
世
界
一
の

研
究
拠
点
の
形
成
を
目
指
し

「
知
的
財
産
の
管
理
面
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
な
ど
研
究

者
の
支
援
体
制
も
整
っ
て
き

た
」

大
場
好
弘
有
機
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ

ー
長

。

　
卓
越
研
究
教
授
と
し
て
、

有
機
Ｅ
Ｌ
研
究
部
門
は
、

年
か
ら
山
形
大
学
で
有
機
Ｅ

Ｌ
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
有
機

Ｅ
Ｌ
照
明
の
権
威
で
あ
る
城

戸
淳
二
氏
、
有
機
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
研
究
部
門
は
、
２
０
１

０
年
に
折
り
曲
げ
可
能
な
有

機
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
開
発
の
第

一
人
者
で
あ
る
時
任
静
士
氏

を
招
へ
い
し
た
。
有
機
太
陽

電
池
研
究
部
門
は
、
こ
の
分

野
で
第
一
人
者
で
あ
る
ニ
ア

ジ
・
セ
ル
ダ
ー
・
サ
リ
チ
フ

チ
氏
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら

招
き
、
特
別
連
携
卓
越
研
究

教
授
と
し
て
同
部
門
の
研
究

を
引
っ
張
る
。
ド
リ
ー
ム
チ

ー
ム
に
は
、
こ
の
３
氏
の
ほ

か
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教

授
の
チ
ン
・
タ
ン
氏
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
校
教
授
の
ヤ
ン
・
ヤ
ン

氏
が
連
携
卓
越
研
究
教
授
と

し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
ド
リ

ー
ム
チ
ー
ム
は
一
段
の
拡
充

を
図
る
構
え
だ
。

　
山
形
大
が
主
体
と
な
る
地

域
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動

き
は
、
国
の
支
援
施
策
の
活

用
が
支
え
る
。
ド
リ
ー
ム
チ

ー
ム
の
編
成
は
、
科
学
技
術

振
興
機
構
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
「
地

域
卓
越
研
究
者
戦
略
的
結
集

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択
を
受

け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

年
か
ら
約
５
年
間
に
渡
り
年

間
約
３
億
円
の
支
援
を
受
け

る
取
り
組
み
。
産
学
官
連
携

の
一
環
で
は
、
今
年
４
月
に

経
済
産
業
省
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
拠
点
立
地
推
進
事
業
に

「
印
刷
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
使

っ
た
低
コ
ス
ト
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

無
線
識
別

タ
グ
の
製
造

実
証
」
が
採
択
さ
れ
た
。
有

機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の

時
任
卓
越
研
究
教
授
ら
の
基

礎
研
究
の
成
果
と
自
動
認
識

関
連
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け
る

サ
ト
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

グ
ル
ー
プ
の
持
つ
Ｉ
Ｃ
タ
グ

に
関
す
る
技
術
の
融
合
を
狙

う
。
印
刷
技
術
を
用
い
て
従

来
よ
り
も
低
コ
ス
ト
の
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
製
造
技
術
の
確
立
な
ど

を
目
指
す
。
山
形
県
内
企
業

と
の
連
携
も
図
る
考
え
。

　
最
近
の
研
究
成
果
の
一
例

で
は
今
月
４
日
、
有
機
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
部
門
の
時
任
副
セ

ン
タ
ー
長
ら
は
、
携
帯
電
話

な
ど
の
基
本
回
路
素
子
で
あ

る
相
補
型
金
属
酸
化
膜
半
導

体

Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

と
同
程
度

の
性
能
を
持
つ
擬
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

イ
ン
バ
ー
タ
ー
を
印
刷
技
術

を
用
い
て
試
作
し
た
と
発
表

し
た
。
全
工
程
を
塗
布
材
料

に
よ
る
印
刷
法
で
ガ
ラ
ス
基

板
上
に
作
製
し
た
。
こ
う
し

た
研
究
事
例
は
今
回
が
初
め

て
と
い
う
。
今
後
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
基
板
上
で
の
応
用
を

進
め
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
な
ど
へ
の
応
用
を

目
指
す
。

　
基
礎
研
究
の
成
果
は
着
実

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
の

集
積
に
向
け
て
、
基
礎
研
究

の
成
果
の
受
け
皿
と
な
る
事

業
化
拠
点
づ
く
り
へ
の
期
待

が
地
域
で
一
段
と
高
ま
り
つ

つ
あ
る
。


